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山

片
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剖
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の
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観
松

本

芳

夫

人
と
し
て
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
如
何
に
小
さ
な
個
性
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
周
囲
に
何
等
か
の
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
の
あ
る
の
は
、

み
と

め
ざ
る
を
え
な
い
と
と
も
に
、

ま
た
如
何
に
偉
大
な
個
性
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
時
代
や
環
境
や
地
位
の
影
響
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
い
こ
と
は

こ
れ
ま
た
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
時
代
が
英
雄
を
生
む
の
か
、
英
雄
が
時
代
を
つ
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
言
わ
れ

て
き
た
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
両
者
の
相
互
作
用
を
み
と
め
る
の
が
、

正
し
い
見
解
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
或
る
個
人
の
思
想

を
研
究
す
る
に
当
っ
て
も
、

そ
の
個
人
の
時
代
や
環
境
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
如
何
な
る
階
級
や
地
位
の
人
で
あ
っ
た
か
、
如
何
な

る
教
養
を
う
け
た
か
な
ど
の
こ
と
は
、

そ
の
人
の
思
想
形
成
に
重
大
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
時
代
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
は
、

そ
の
人
の
思
想
史
に
お
け
る
地
位
を
決
定
す
る
上
に
最
も
考
慮
す
べ
き
要
点
で
あ
る
。

い
ま
こ
〉
に
の
べ
よ
う
と
す
る
山
片
幡
桃
の
歴
史
観
に
お
い
て
も
、
彼
の
地
位
や
教
養
が
い
ち
じ
る
し
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
角
田

九
華
の
続
近
世
叢
語
(
巻
之
玉
、
規
飯
)
に
、



『
山
片
幡
桃
、
名
芳
秀
、
字
子
蘭
、
初
名
有
錦
、
字
子
厚
、
後
改
震
、
称
一
一
升
屋
小
右
衛
門
一
播
磨
加
古
川
人
、
少
入
二
大
阪
一
仕
↓
一
升

屋
平
右
衛
門
一
升
屋
子
銭
家
也
、
幡
桃
英
選
有
一
一
智
局
一
室
長
山
一
一
経
済
一
及
三
身
為
ニ
管
轄
一
益
鷲
ニ
貸
藩
国
一
有
v
寵
一
一
於
諸
侯
一
雅
好
v

学
、
受
二
業
中
井
竹
山
一
芳
従
一
一
麻
田
剛
立
一
受
ニ
天
学
一
又
喜
ニ
蘭
学
一
以
-
一
博
学
一
間
、
竹
山
及
履
軒
恒
称
白
幡
桃
有
ニ
識
量
一
是
以
中

井
門
皆
目
白
ニ
孔
明
一
家
業
有
一
一
微
暇
一
則
博
読
ニ
群
籍
一
研
一
一
味
理
義
一
嘗
夏
日
絶
一
一
昼
寝
一
撰
ニ
夢
代
十
余
巻
(
自
一
一
天
文
地
理
食
貨

経
済
一
以
至
二
神
代
及
鬼
神
等
説
一
整
然
明
弁
無
v
遺
突
、
竹
山
兄
弟
称
一
一
共
有
一
一
見
解
一
桑
名
老
侯
楽
翁
公
素
嘉
一
一
幡
桃
為
一
v
人
、
及
v

読
ニ
夢
代
(
益
以
奇
レ
之
、
当
時
坂
人
語
ニ
市
中
人
物
一
必
以
ニ
幡
桃
一
為
ニ
第
一
統
一
云
、
文
政
四
年
夜
、
年
七
十
四
、
子
芳
達
、
襲
称
ニ

小
右
衛
門
一
好
v
学
幹
v
塾
、
有
ニ
父
之
風
一
』

と
あ
っ
て
、
彼
の
経
歴
や
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
簡
に
し
て
要
を
え
た
記
述
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
生
地
を
、
加
古
川

と
し
て
い
る
の
は
ま
ち
が
い
で
、
幸
田
成
友
博
士
の
「
読
史
余
録
」
や
、
亀
田
次
郎
氏
の
「
山
片
幡
桃
」
に
よ
る
と
、
播
磨
国
印
南
郡
米

か
つ
め

回
町
神
爪
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
同
地
の
長
谷
川
安
兵
衛
の
弟
と
し
て
寛
延
元
年
(
一
七
四
八
)
に
生
ま
れ
た
。
幼
時
大
阪
に
出
て
河
内
屋
与
兵
衛
と
い
う
両
替
商

の
丁
稚
奉
公
と
な
っ
た
が
、
読
書
好
き
の
た
め
放
遂
さ
れ
た
の
を
、
同
業
の
升
屋
平
右
衛
門
に
拾
わ
れ
た
。
こ
の
新
主
人
は
、
懐
徳
堂
の

門
人
で
、
好
学
の
人
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
庇
護
の
も
と
に
、
彼
は
家
業
に
は
げ
み
、
次
第
に
出
世
し
て
、

つ
い
に
そ
の
別
家
と
な
り
主

家
の
姓
山
片
氏
を
名
乗
り
、
升
屋
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
主
人
平
右
衛
門
重
賢
と
そ
の
子
重
芳
二
代
に
仕
え
て
忠
節
を
つ
く
し
、

そ
の
間
窮
乏
を
つ
げ
て
い
た
仙
台
藩
の
財
政
の
整
理
を
な
す
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
功
績
が
あ
っ
た
が
、
晩
年
眼
疾
に
か
か
っ
て
盲
目
と
な

り
、
そ
の
著
『
夢
之
代
』
も
、
盲
目
と
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
口
述
を
そ
の
子
の
芳
達
や
、
山
本
義
道
、
近
藤
秀
実
等
に
筆
記
さ
せ
て
で

そ
う
し
て
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
二
月
二
十
八
日
こ
の
世
を
去
っ
た
。

会
」
た
の
で
あ
り
、



以
上
は
、
従
来
の
通
説
に
よ
る
彼
の
略
歴
で
あ
る
が
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
(
有
坂
隆
道
、

末
中
哲
夫
両
氏
の
山
岸
幡
桃
の
研
究
判
、
ヒ

ス
ト
リ
ア
第
一
号
)
、
彼
が
大
阪
の
最
初
の
主
人
河
内
与
兵
衛
に
放
逐
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、

明
証
し
が
た
い
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
祖
父

の
時
代
、

そ
の
兄
弟
の
人
が
大
阪
に
出
て
、
升
屋
山
片
家
の
初
代
光
重
、
二
代
重
賢
に
仕
え
て
初
代
久
兵
衛
と
な
り
、

そ
の
跡
は
甥
が
継

い
で
ニ
代
目
久
兵
衛
を
称
し
て
、
升
屋
二
代
重
賢
に
仕
え
た
が
、
僅
か
四
年
で
残
し
、

そ
の
跡
を
そ
の
兄
が
つ
い
で
三
代
久
兵
衛
を
称
し

た
が
、
何
故
か
宝
暦
十
年
勘
当
を
う
け
た
。

し
か
し
て
幡
桃
は
、
二
代
、
三
代
、
久
兵
衛
の
弟
小
兵
衛
の
次
男
で
、
三
代
久
兵
衛
が
勘
当

を
う
け
た
の
で
、
周
年
十
三
歳
で
相
続
し
、
十
七
歳
で
元
服
、

四
代
久
兵
衛
を
称
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
み
る

と
、
彼
の
生
家
と
升
屋
と
の
関
係
は
、
彼
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
祖
先
か
ら
結
ぼ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
読

書
好
き
の
た
め
に
、
主
家
を
放
逐
さ
れ
た
の
を
、
升
屋
に
よ
っ
て
拾
わ
れ
た
と
い
ふ
の
は
、
話
と
し
て
は
は
な
は
だ
面
白
い
け
れ
ど
も
、

お
そ
ら
く
彼
の
学
問
好
き
の
た
め
に
生
ま
れ
た
伝
説
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
彼
の
経
歴
に
お
い
て
知
り
う
る
こ
と
は
、
彼
は
庶
民
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
家
系
や
祖
先

に
つ
い
て
は
、

な
お
不
明
な
点
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
名
も
な
き
家
柄
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
彼
の
兄
安
兵
衛
は
糸
屋
を
屋
号
と
し
た

と
い
う
か
ら
、

お
そ
ら
く
田
舎
の
小
商
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
支
配
階
級
で
あ
っ
た
武
家
で
も
な
け
れ
ば
、
公
家
で
も
な
く

そ
う
し
て
大
阪
に
出
て
終
世
商
人
と
し
て
活
動
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
思
想
形
成
に
対
し
て
階
級
や
身
分
か
ら
う
け
る
制
約
が
す
く
な

く
、
比
較
的
自
由
で
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

ま
ず
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
彼
の
教
養
に
お
い
て
、
儒
学
と
と
も
に
、
天
文
学
や
蘭
学
を
修
め
た
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
の
学
問
の
主
流

は
儒
学
で
あ
り
、

そ
う
し
て
好
学
の
主
人
升
屋
平
右
衛
門
が
懐
徳
堂
に
出
入
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
彼
が
中
井
竹
山
、
履
軒
に
つ
い
て
儒

学
を
修
め
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
海
保
育
陵
が
『
升
小
ハ
学
者
ナ
リ
、
升
平
モ
ヨ
キ
学
問
ナ
リ
、
身
上
ヲ
ヨ
ク
ス
ル
ハ
ヅ
ナ
リ
』
と
評



四

し
て
い
る
よ
う
に
(
稽
古
談
巻
一
一
)
、

彼
は
す
こ
ぶ
る
博
学
で
あ
っ
て
、

そ
の
思
想
も
自
由
な
面
、
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
中
心
は
儒

学
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
彼
が
他
の
儒
者
と
異
な
る
点
は
、
当
時
天
文
学
の
大
家
で
あ
っ
た
麻
田
剛
立
に
つ
い
て
天
文
暦
算
を
学
び
、

ま
た
蘭
学
の
大
家
大
槻
玄
沢
と
交
誼
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
在
来
の
儒
学
や
国
学
と
は
全
く
異
な
っ
た
知

識
を
修
得
し
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
彼
の
思
想
に
い
ち
じ
る
し
い
特
色
を
な
し
て
い
る
。

彼
の
生
ま
れ
た
寛
延
元
年
(
一
七
四
八
)
か
ら
、

そ
の
残
し
た
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
の
時
代
は
江
戸
幕
政
の
後
半
で
あ
っ
て
、
士
口

宗
の
享
保
の
治
の
反
動
と
し
て
幕
政
の
弛
緩
し
た
田
沼
時
代
、

つ
い
で
松
平
定
信
に
よ
る
緊
縮
の
寛
政
の
治
、

つ
い
で
家
斉
の
欄
熟
放
漫

の
時
代
が
継
起
し
、
外
に
お
い
て
は
露
人
や
英
人
の
来
航
が
あ
っ
て
、
国
防
の
こ
と
が
次
第
に
や
か
ま
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

国
内
に
お
け
る
経
済
事
情
、
文
教
政
策
、
或
は
海
外
の
情
勢
な
ど
か
ら
封
建
社
会
に
内
蔵
し
た
も
ろ
も
ろ
の
矛
盾
が
露
呈
し
て
、

そ
の
動

揺
を
き
た
し
は
じ
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。

い
ま
幡
桃
の
思
想
を
検
す
る
に
当
っ
て
、
以
上
の
ベ
た
彼
の
経
歴
や
教
養
や
時
代
と
の
関
耕
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
。

た
だ
彼
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
新
し
く
加
え
う
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
無
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
も
す
る
が
、

し
か
し
私
は
私
な
り
に
彼
の
歴
史
観
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。

幡
桃
の
主
著
、
『
夢
之
代
』
の
で
き
た
由
来
に
つ
い
て
は
、

そ
の
自
序
と
敏
文
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
本
書
は

享
和
二
年
(
一
八

O
二
)
に
起
稿
し
、

一
時
中
絶
し
て
い
た
の
を
、
文
政
三
年
(
一
八
二

O
)
に
脱
稿
し
た
の
で
あ
っ
て
、

は
じ
め
『
宰

我
の
償
』
と
題
し
た
の
を
、
中
井
履
軒
の
議
に
よ
っ
て
『
夢
之
代
』
と
あ
ら
た
め
、

ま
た
眼
病
の
た
め
口
述
を
息
子
や
弟
子
た
ち
に
筆
記



さ
せ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
本
書
を
、
天
文
、
地
理
、
神
代
、
歴
代
、
制
度
、
経
済
、
経
論
、
雑
書
、
異
端
、

無
鬼
上
、
下
、
雑
論
の
十
二
巻
に
分
け
、

そ
h

フ

し
て
そ
の
凡
例
に
お
い
て
、

『
コ
ノ
書
古
ヨ
リ
ア
リ
フ
レ
タ
ル
議
論
ハ
、

ソ
レ
戸
¥
ニ
ユ
ヅ
リ
テ
挙
ル
コ
ト
ナ
シ
、

只
其
新
説
発
明
ノ
コ
ト
ヲ
挙
ゲ
、
又
世
間
ノ

謬
リ
来
リ
タ
ル
ヲ
改
正
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
、
ミ
ナ
ソ
ノ
古
ク
伝
ヘ
タ
ル
ヲ
用
ヒ
ザ
ル
ナ
リ
、

コ
レ
マ
タ
奇
ヲ
好
ム
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
』

と
言
っ
て
、
本
書
に
対
す
る
抱
負
を
の
ベ
、

ま
た

『
古
ヨ
リ
唯
一
通
リ
ノ
道
ヲ
論
ズ
ル
ト
キ
ハ
其
語
ユ
ル
ヤ
カ
ニ
シ
テ
順
正
ナ
リ
、
不
義
ヲ
排
シ
不
道
ヲ
戒
ム
ル
ハ
、
其
論
キ
ピ
シ
ク

シ
テ
圭
角
ア
リ
、

:
何
ゾ
温
順
ノ
語
ヲ
以
テ
其
不
義
ニ
ア
タ
ラ
ン
、
孟
子
ス
デ
ニ
シ
カ
リ
、
況
ヤ
後
世
紛
擾
タ
ル
ヲ
ヤ
、

ニL
..J-

r-

其
論
ニ
イ
タ
リ
テ
圭
角
多
キ
ヲ
免
レ
ズ
』

と
言
っ
て
、

そ
の
執
筆
の
態
度
を
明
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

『
ス
ベ
テ
中
井
両
夫
子
ニ
聞
コ
ト
ア
ル
ニ
与
ル
モ
ノ
ノ
ミ
、
余
ガ
発
明
ニ
モ
ア
ル
、
ザ
ル
ナ
リ
』

と
一
応
謙
遜
し
な
が
ら
も
、

『
シ
カ
レ
ド
モ
太
陽
明
界
ノ
説
、
及
ビ
無
鬼
ノ
論
ニ
至
リ
テ
ハ
、
余
ガ
発
明
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
』

と
、
自
信
の
ほ
ど
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
自
説
に
対
し
て
は
あ
く
ま
で
忠
実
で
、
或
る
点
に
お
い
て
は
、

は
な
は
だ
大
胆
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
冒
頭
の
天
文
と
地
理
の
巻
に
お
い
て
は
、
当
時
一
般
に
し
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
西
洋
の
星
学
を
の
ベ
、

と
く
に
地
球
の
球

形
や
地
動
説
を
堂
々
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

か
か
る
異
説
の
発
表
は
、
当
時
か
た
く
禁
制
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
然

と
し
て
こ
れ
を
な
し
た
の
は
、

ま
こ
と
に
壮
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
し
て
か
か
る
態
度
は
本
書
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
ミ

玉
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の
で
あ
っ
て
、

そ
の
歴
史
観
に
お
い
て
も
変
り
が
な
い
。

彼
の
歴
史
観
は
、
主
と
し
て
神
代
、
歴
代
、
及
び
制
度
な
ど
の
巻
に
お
い
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

と
く
に
神
代
に
お
い
て
い

ち
じ
る
し
い
特
色
が
あ
る
。
凡
例
に
お
い
て
、

『
神
代
ノ
部
ニ
ハ
、
古
住
伝
来
ノ
説
ヲ
ヤ
ブ
リ
、
恐
多
ク
モ
我
皇
祖
ノ
コ
ト
ヲ
議
シ
奉
ル
コ
ト
、
其
罪
ノ
ガ
ル
、
ニ
所
ナ
シ
、
歴
代

ノ
部
ニ
ハ
国
史
ノ
謬
誤
語
ヲ
刺
リ
、

ツ
ヒ
ニ
我
神
祖
ノ
事
ニ
及
ブ
、

カ
へ
ス
ム
¥
モ
恐
ル
ベ
シ
、
故
ニ
コ
ノ
書
人
ニ
弘
ム
ル
コ
ト
ナ

カ
レ
』

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
国
史
と
く
に
神
代
に
つ
い
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
痛
烈
な
批
判
を
な
し
て
い
る
の
は
、

当
時
と
し
て
は
驚
異
に
価
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。

さ
て
彼
の
所
説
を
み
て
第
一
に
感
ず
る
こ
と
は
、
合
理
的
精
神
の
蟻
烈
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
代
を
論
ず
る
に
当
っ
て
、

『
疑
シ
キ
ハ
疑
ヒ
、
議
ス
ベ
キ
ハ
議
ス
、
即
チ
天
下
ノ
直
道
ニ
シ
テ
我
私
ニ
非
ズ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
三
、
神
代
・
一
)
、

ま
ず
そ
の
態
度
を
明
か
に
し
、

つ
い
で
従
来
の
国
学
者
や
神
道
家
た
ち
が
、

一
句
一
宇
に
つ
い
て
穿
撃

義
解
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
、

一
宇
の
疑
惑
も
お
こ
す
こ
と
の
な
い
の
は
、

ど
う
い
う
わ
け
か
と
詰
り
、
彼
等
の
所
説
は
す
べ
て

『
妄
説
牽
強
至
ラ
ザ
ル
所
ナ
シ
』

と
断
じ
、『

知
ハ
知
ル
ト
シ
、
知
ラ
ザ
ル
ハ
知
ザ
ル
ト
シ
テ
神
代
ノ
直
道
ヲ
以
テ
行
ヒ
タ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
余
不
敏
ト
雄
、
神
代
ノ
巻
ニ
疑
ヲ
入

レ
、
神
学
者
ノ
妄
説
愚
随
ヲ
正
サ
ン
ト
ス
』

と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
(
向
上
)
、

こ
の
精
神
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。



彼
の
歴
史
観
の
特
色
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、

合
理
的
精
神
に
よ
る
鋭
い
批
判
で
あ
っ
て
、

こ
の
点
に
関
聯
す
る
も
の
と
し
て
第
一
に

あ
げ
る
べ
き
は
、
文
献
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
、『

日
本
へ
文
字
渡
リ
シ
ハ
、
謄
神
天
皇
ノ
御
宇
ニ
テ
、

ソ
ノ
後
ノ
コ
ト
ハ
事
実
明
白
ナ
リ
、

ソ
レ
マ
デ
ノ
コ
ト
ハ
、

口
授
伝
説
ニ
シ

テ
実
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ
』

と
言
い
(
巻
之
一
二
、
神
代
・
二
)
、

ま
た

『
神
武
ヨ
リ
神
后
マ
デ
ノ
コ
ト
タ
リ
ト
モ
、
文
字
ナ
ケ
レ
パ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、

又
日
本
紀
ニ
神
武
己
来
ノ
歳
ヨ
リ
甲
子
ヲ
シ
ル
ス
ト

イ
ヘ
ド
モ
、
是
又
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
、

ス
デ
ニ
文
字
ア
リ
テ
ノ
後
ト
雄
、
文
献
足
ラ
、
ザ
レ
パ
事
鵬
気
ナ
リ
、
況
ヤ
文
字
ナ
キ
ト
キ
ヲ
ヤ
、

故
ニ
目
、
文
字
ノ
出
来
ル
ハ
国
ノ
開
ク
ル
ナ
リ
、
:
:
:
文
字
無
キ
ハ
国
ノ
開
ケ
、
ザ
ル
ナ
リ
』

と
言
い
(
向
上
)
、
或
は
ま
た
、

『
国
ノ
ヒ
ラ
ク
ル
ハ
文
字
ア
ル
ヲ
以
ナ
リ
、
文
字
ナ
ケ
レ
パ
国
ア
レ
ド
モ
無
ガ
如
シ
、
:
:
:
サ
レ
パ
文
字
ア
ル
国
ト
雄
、
書
残
サ
マ

レ
パ
文
字
ナ
キ
ガ
如
シ
、
其
祖
先
イ
カ
ン
ヲ
知
ラ
、
ザ
ル
ナ
リ
、
:
:
:
文
字
ア
リ
テ
ス
ラ
斯
ノ
如
シ
、
況
ン
ヤ
文
字
ナ
キ
太
古
ヲ
ヤ
』

な
ど
と
言
っ
て
(
向
上
、
十
)
、
文
字
の
有
無
が
国
の
開
明
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
、
従
っ
て

『
日
本
紀
神
代
ノ
巻
ハ
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
願
ク
ハ
神
武
己
後
ト
テ
モ
大
抵
ニ
見
テ
、
十
四
五
代
ヨ
リ
ヲ
取
用
ユ
ベ
シ
、
然
リ
ト
雄
神

功
皇
后
ノ
三
韓
退
治
ハ
妄
説
多
シ
、
応
神
ヨ
リ
ハ
確
実
ト
ス
ベ
シ
』

七



八

と
な
す
の
で
あ
る
(
向
上
、
二
)
。

な
お
神
代
の
巻
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

『
神
代
ノ
巻
ハ
ミ
ナ
批
言
ニ
テ
、

イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
タ
ル
コ
ト
ヲ
引
上
テ
書
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
皆
其
祖
先
ヲ
聞
ツ
タ
ヘ
テ
書
玉
フ
モ
ノ
ナ

リ
、
神
武
ノ
ト
キ
ニ
文
字
ア
ラ
パ
記
録
ア
ル
ベ
キ
ニ
、

ソ
レ
ヨ
リ
千
年
ノ
後
ニ
文
字
ワ
タ
リ
タ
ル
ユ
ヱ
、

マ
タ
千
年
ノ
ノ
チ
ヨ
リ
書

キ
記
ス
コ
ト
ユ
ヱ
、
何
ゾ
実
ヲ
得
ベ
キ
』

と
か
(
向
上
、
十
一
二
)
、
或
は
ま
た

『
ユ
ヱ
ニ
神
武
ヨ
リ
千
年
ホ
ド
ノ
間
ハ
神
代
ノ
名
残
ニ
テ
、
史
ニ
ハ
イ
カ
ニ
載
セ
タ
リ
ト
モ
、

ミ
ナ
コ
シ
ラ
ヘ
ゴ
ト
ナ
リ
、
勿
論
神

代
ノ
コ
ト
ハ
尚
サ
ラ
ニ
夢
ノ
如
ク
、
読
ズ
シ
テ
然
ル
ベ
キ
ヲ
、

ア
マ
リ
神
学
者
サ
マ

ρ¥
ニ
論
ヲ
立
ル
故
ニ
、
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ

テ
カ
ク
云
ノ
ミ
¥

ス
ベ
テ
日
本
紀
ノ
文
ヲ
ソ
レ
片
¥
ニ
味
へ
パ
、

イ
ヨ
/
¥
以
テ
作
リ
ゴ
ト
ナ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
、
:
:
:
ア
ヤ
ジ
キ
文

ヲ
作
リ
テ
却
テ
後
世
ヲ
惑
サ
ン
ヨ
リ
、

無
寧
言
、
ザ
ル
ニ
愈
ル
ベ
シ
、

ソ
ノ
上
サ
マ
外
¥
ニ
附
会
シ
テ
、

無
稽
不
急
ノ
察
ヲ
ツ
ク
ス
、

何
ノ
益
カ
ア
ラ
ン
、
』

と
言
っ
て
(
向
上
、
七
〉
、

神
代
の
巻
が
後
の
世
の
つ
く
り
も
の
で
、
何
の
価
値
も
な
い
、
全
く
と
る
に
た
り
な
い
も
の
と
な
す
の
で
あ
る
。

文
字
の
使
用
は
、
時
と
処
と
を
越
え
て
、
或
る
事
実
を
伝
達
す
る
最
も
確
実
な
手
段
で
あ
る
か
ぎ
り
、
国
の
開
明
に
至
大
の
影
響
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
て
史
学
は
主
と
し
て
文
献
を
資
料
と
し
て
過
去
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
献
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
史
学
に
お
け
る
第
一
の
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
故
幡
桃
が
、
文
字
の
有
無
を
重
視
し

て
彼
が
文
字
の
な
か
っ
た
と
す
る
時
代
の
記
事
に
不
信
を
い
だ
い
た
の
は
、
当
然
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
日
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に

精
機
な
文
献
的
研
究
に
よ
っ
て
記
紀
に
対
す
る
厳
正
な
批
判
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、

そ
の
端
緒
が
す
で
に
彼
に
よ
っ
て
聞
か
れ
て



、

p-η
ノ
斗
品
、

し
品

/σ
一

t

ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

た
ゾ
彼
の
い
う
よ
う
に
、

わ
が
国
に
文
字
の
伝
来
し
た
の
が
、
臆
神
朝
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
、

ま
た
文
字
の
伝
来
後
の
文
献
が
こ
と
ご
と
く
真
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
或
は
ま
た
口
請
に
よ
る
伝
承
が
全
く
虚
構
で
、
何
等

事
実
を
伝
え
な
い
も
の
、
従
っ
て
ま
た
史
学
に
と
っ
て
全
く
価
値
の
な
い
も
の
か
ど
う
か
、

こ
う
い
う
問
題
に
お
い
て
、
彼
の
所
説
に
対

し
批
判
の
余
地
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

文
字
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
当
然
大
陸
と
の
交
通
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
け

れ
ど
も
、
文
献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
う
る
か
ぎ
り
で
は
、

一
世
紀
の
中
葉
か
ら
で
あ
っ
て
、

こ
と
に
三
世
紀
に
い
た
っ
て
貌
と
の
交
渉
が
い

ち
じ
る
し
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
通
交
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
文
書
の
交
換
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
、
『
奉
詔
書
印
綬
』
と
か
、
『
上
表
答
謝

詔
恩
』
と
か
、
『
為
椴
告
諭
之
』
と
か
、
或
は
『
伝
送
文
書
』
な
ど
の
文
句
が
、
貌
志
倭
人
伝
に
み
え
て
い
る
。

そ
う
し
て
こ
れ
は
三
世
紀

の
前
期
の
こ
と
で
あ
り
、
臆
神
朝
は
新
し
い
紀
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

四
世
紀
の
後
期
か
ら
五
世
紀
の
前
期
と
さ
れ
る
か
ら
、
文
字
の
伝

来
は
廃
神
朝
以
前
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
当
時
大
陸
と
通
交
し
た
倭
国
王
が
、
大
和
朝
廷
の
天
皇
で
あ
っ
た
か
、

そ
れ
と
も
北

九
州
の
豪
族
で
あ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
仮
り
に
後
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

シ
ナ
文
化
の
影
響
は
か
な
ら
ず
や
近
畿
地
方

に
も
及
び
、
大
和
朝
廷
に
お
い
て
も
文
字
の
知
識
が
全
然
な
か
っ
た
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
文
字
が
伝
来
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、

そ
れ
が
直
ち
に
普
及
し
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
記
録
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

え
ず
、

お
そ
ら
く
最
初
は
系
譜
類
と
か
、
外
交
文
書
と
か
、
官
物
の
出
納
な
ど
の
よ
う
な
政
府
の
記
録
類
に
主
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
、
神

話
伝
説
な
ど
の
文
献
化
は
は
る
か
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
神
話
伝
説
は
、
時
代
や
伝
承
者
の
影
響
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と

が
あ
る
に
し
て
も
、
他
面
に
お
い
て
は
な
は
だ
保
守
性
の
つ
よ
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

口
請
に
よ
っ
て
も
永
く
伝
承
さ
れ
う
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
史
実
に
関
係
が
な
く
て
も
、
古
代
人
の
信
仰
や
そ
の
心
理
を
知
る
に
は
最
も
よ
き
史
料
で
あ
り
、

た
と
え

九



。

神
話
全
体
の
結
構
が
後
世
の
創
作
で
あ
る
と
し
て
も
、

か
か
る
創
作
の
主
動
者
、

そ
の
動
機
や
目
的
、
或
は
そ
の
時
代
を
究
明
す
る
こ
と

は
、
史
学
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
単
純
に
無
価
値
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。

四

彼
が
神
代
の
巻
を
荒
唐
無
稽
と
し
て
し
り
ぞ
け
た
の
は
、
文
字
な
き
時
代
の
伝
承
で
あ
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
ま

た
彼
の
神
観
に
よ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は

『
元
来
人
及
ピ
禽
獣
魚
虫
草
木
ト
雄
、
少
シ
ヅ
、
ノ
ソ
レ
片
¥
ノ
差
異
ハ
ア
ル
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
天
地
陰
陽
ノ
和
合
ム
シ
タ
テ
ニ
ヌ

リ
テ
、
生
死
熟
枯
ス
ル
モ
ノ
、

ミ
ナ
理
ヲ
同
ジ
ク
シ
テ
、
天
地
自
然
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
山
川
水
火
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

ミ
ナ
陰
陽
ノ
外
ナ
ラ

ズ
、
別
ニ
神
ナ
シ
、

又
生
熟
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
年
数
ノ
短
長
ハ
ア
レ
ド
モ
、
大
テ
イ
ソ
レ
ソ
レ
ノ
持
前
有
テ
死
枯
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
、
生

ズ
レ
ハ
智
ア
リ
、
神
ア
リ
、
血
気
ア
リ
、

四
支
心
志
臓
蹄
皆
働
キ
、
死
ス
レ
パ
智
ナ
シ
、
神
ナ
シ
、
血
気
ナ
ク
、

四
支
心
志
臓
蹄
ミ

ナ
働
ク
コ
ト
ナ
シ
、
然
レ
パ
イ
カ
ン
ゾ
鬼
ア
ラ
ン
、
又
神
ア
ラ
ン
、
生
テ
働
ク
所
コ
レ
ヲ
神
ト
ス
ベ
キ
ナ
リ
、
人
ハ
是
ガ
長
ニ
シ
テ

智
多
シ
、
獣
コ
レ
ニ
次
ギ
禽
ソ
ノ
次
ナ
リ
、
魚
虫
ヲ
下
ト
ス
、
是
ヲ
有
情
ト
ス
ル
ナ
リ
、
山
川
草
木
ハ
自
カ
ラ
働
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
ミ

ナ
天
然
ニ
マ
カ
ス
、

コ
レ
ヲ
非
情
ト
ス
ル
ナ
リ
』

と
い
い
(
巻
之
十
一
、
無
鬼
下
・
十
五
)
、
或
は
ま
た

『
シ
カ
レ
パ
則
此
ア
ラ
ユ
ル
道
理
ノ
外
ニ
、

ア
ニ
神
ア
ラ
ン
ヤ
、

ア
ニ
仏
ア
ラ
ン
ヤ
、

只
コ
ノ
陰
陽
ノ
徳
ヲ
以
テ
万
物
ヲ
生
ジ
、
奇

々
妙
々
ナ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、

ミ
ナ
一
定
理
ア
リ
テ
、

ソ
ノ
中
ニ
存
ス
ル
コ
ト
亦
奇
ナ
ラ
ズ
ヤ
、

シ
カ
レ
パ
則
此
ア
ラ
ユ
ル
道
理
ノ

外
ニ
、

ア
ニ
神
ア
ラ
ン
ヤ
、

ア
ニ
仏
ア
ラ
ン
ヤ
、

只
コ
ノ
陰
陽
ノ
徳
ヲ
以
テ
万
物
ヲ
生
ジ
、
奇
々
妙
々
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
、

又
奇
々



妙
々
ナ
ラ
ズ
、
亦
不
思
議
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
不
思
議
ニ
ア
ラ
ズ
、
自
然
ノ
道
理
ソ
ナ
ハ
リ
テ
、
生
ヲ
遂
ル
処
ヲ
サ
シ
テ
、
聖
人
コ
レ

ヲ
神
ト
名
ヅ
ク
、

コ
ノ
外
ニ
神
ナ
シ
、
人
ノ
死
シ
タ
ル
ヲ
鬼
ト
ナ
ヅ
ク
、
是
又
死
シ
タ
ル
後
ハ
性
根
ナ
シ
、
心
志
ナ
シ
、

コ
ノ
鬼
ノ

外
ニ
鬼
ナ
シ
』

と
言
っ
て
い
る
(
向
上
、
二
十
六
〉
。

す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
有
情
の
も
の
の
生
成
し
、
活
動
す
る
と
こ
ろ
に
神
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
生
成
、
活
動
が
『
天
地
自
然

ノ
理
』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
道
理
を
神
と
名
づ
く
の
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
本
書
末
尾
の
後
記
に
お
い
て
、

地
獄
な
し
極
楽
も
な
し
我
も
な
し

た
ゾ
有
物
は
人
と
万
物

神
仏
化
物
も
な
し
世
の
中
に

奇
妙
不
思
議
の
事
は
な
を
な
し

と
い
う
こ
首
の
歌
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
徹
底
し
た
神
仏
否
定
論
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
天
文
地
理
の
よ
う
な
洋

学
を
学
ん
で
、
自
然
科
学
の
知
識
を
有
し
た
か
ら
、
人
智
を
超
越
す
る
神
秘
的
な
神
仏
を
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
y
彼
は
、
万
物
の

生
成
が
『
天
地
自
然
ノ
理
』
に
よ
る
と
言
い
な
が
ら
、

そ
の
『
天
地
自
然
ノ
理
』
が
『
陰
陽
ノ
和
合
』
と
か
、
『
陰
陽
ノ
徳
』

で
あ
る
と

な
す
と
こ
ろ
に
、
純
粋
な
自
然
科
学
の
知
識
で
は
な
く
、

そ
こ
に
シ
ナ
思
想
の
影
響
を
み
と
め
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
に
あ
っ
て
は
、
自
然

科
学
は
単
に
新
知
識
を
供
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
彼
の
人
生
観
の
根
底
を
な
す
の
は
、
や
は
り
儒
教
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、

か
く
の
ご
と
き
神
観
を
も
つ
か
ぎ
り
、
神
代
の
神
々
や
そ
の
物
語
を
荒
唐
無
稽
と
し
て
難
ず
る
の
は
、
彼
と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
神
代
の
物
語
を
荒
唐
無
稽
と
す
る
の
は
、

そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
史
実
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
神
話
や
伝
説
の



う
ち
に
は
、
史
実
を
背
景
と
し
た
も
の
、
或
は
史
実
を
反
映
し
た
も
の
な
ど
の
あ
る
の
は
認
め
ら
れ
る
。

彼
は
、
太
陽
神
で
あ
る
天
照
大
神
に
つ
い
て
、

『
天
照
大
神
ノ
女
体
ト
云
フ
コ
ト
我
是
ヲ
疑
フ
コ
ト
数
年
、

ア
ニ
女
体
ニ
シ
テ
天
下
是
皇
祖
ト
セ
ン
ヤ
、

コ
レ
怪
シ
ム
ベ
シ
』

と
言
い
(
巻
之
三
、
神
代
・
四
)
、

こ
れ
は
聖
徳
太
子
の
姦
計
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

推
古
天
皇
が
女
帝
で
あ
っ
た
た
め
に
人
心
を
伏
す

る
た
め
に
な
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

『
天
照
大
神
ハ
卓
然
タ
ル
男
体
ニ
シ
テ
、
女
ク
サ
キ
コ
ト
ナ
シ
』

と
断
じ
て
い
る
(
向
上
、
六
)
。

太
陽
神
が
女
性
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
他
の
民
族
の
神
話
に
お
い
て
も
類
例
の
す
く
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
疑
惑
を
も
つ
の
も
も

っ
と
も
で
あ
る
が
、

し
か
し
貌
志
倭
人
伝
に
お
け
る
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
や
、

わ
が
神
功
皇
后
な
ど
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
の
託

宣
が
女
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

そ
の
託
宣
に
よ
る
政
治
が
わ
が
古
代
社
会
の
特
色
で
あ
っ
て
、

そ
う
い
う
亙
女
の
性
が
、

そ
れ
の
奉
仕
す

る
神
に
転
嫁
さ
れ
て
、
太
陽
神
が
女
性
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
照
大
神
が
女
性
で
あ
る
の
は
、
聖
徳
太
子
の
作
為
で
あ
る
の
で
は

な
く
、

わ
が
古
代
社
会
の
特
殊
な
事
象
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
神
話
や
伝
説
が
、
す
べ
て
史
実
と
関
係
あ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

そ
う
し
て
史
実
と
関
係
の
な
い
も
の
が
、
後
世

或
る
特
定
の
人
の
作
り
も
の
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

む
し
ろ
古
代
人
の
信
仰
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

そ

れ
故
神
々
の
物
語
は
、
古
代
人
の
信
仰
や
心
理
と
関
聯
し
て
見
な
く
て
は
、

そ
の
真
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
る
に
彼

は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
古
代
人
の
信
仰
を
問
題
に
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
彼
と
し
て
考
え
え
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
点
に
お
い
て
幡
桃
の
見
解
に
議
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
神
話
伝
説
に
関
す
る
学
問
の
ま
だ



十
分
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
時
代
の
制
約
と
し
て
、

ゆ
る
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

五

か
く
の
ご
と
く
彼
は
文
字
を
重
視
し
、
或
は
鬼
神
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
代
の
巻
に
痛
烈
な
批
判
を
加
え
、

そ
の
史
的
価
値

を
否
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、

か
か
る
見
解
は
、
従
来
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
す
こ
ぶ
る
新
味
が
あ
っ

た。

し
か
る
に
他
方
に
お
い
て
彼
の
史
観
に
は
、

は
な
は
だ
し
い
保
守
性
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
封
建
制
の
讃
美
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で

き
る
。彼

は
ま
ず

『
漢
土
ノ
上
古
ハ
封
建
ニ
シ
テ
後
郡
県
ト
ナ
ル
、

日
本
中
世
漢
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
郡
県
ト
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
上
古
ハ
ミ
ナ
封
建
也
、
大
抵

ノ
人
ハ
コ
ノ
日
本
ノ
上
古
封
建
ナ
ル
ヲ
弁
へ
、
ザ
ル
ハ
疎
ト
云
べ
シ
』

ど
い
い
(
巻
之
玉
、
制
度
・
一
一
)
、
或
は
ま
た

『
源
頼
朝
総
追
捕
使
ヲ
賜
ハ
リ
テ
ヨ
リ
、
守
護
地
頭
ヲ
置
、
国
司
ノ
威
オ
ト
ロ
へ
、
克
ニ
ハ
止
テ
守
護
代
官
ト
ナ
リ
、
足
利
氏
以
後

ハ
イ
ヨ
ノ
¥
変
ジ
、
戦
国
ニ
イ
タ
リ
テ
英
雄
国
々
ニ
割
拠
シ
テ
、

ツ
ヒ
ニ
自
然
ノ
元
ノ
封
建
ト
ナ
リ
タ
リ
、
上
古
ノ
国
造
ハ
大
抵
諸

侯
ノ
ゴ
ト
シ
、
封
建
ト
云
ト
モ
然
ル
ベ
シ
、
』

も
ど
言
っ
て
(
巻
之
二
、
地
理
・
六
)
、

わ
が
国
が
古
代
に
お
い
て
封
建
で
あ
っ
た
と
断
じ
、

つ
い
で
封
建
制
と
郡
県
制
と
を
比
較
し
て
、

『
封
建
ハ
天
下
ヲ
治
ム
ル
ノ
道
也
、
郡
県
ハ
秦
ノ
始
皇
ニ
初
リ
テ
私
ノ
法
ナ
リ
、
封
建
ノ
天
下
ハ
徳
ヲ
惰
メ
ザ
レ
パ
諸
侯
服
セ
ズ
、

無
道
ナ
レ
パ
諸
侯
ノ
内
ヨ
リ
放
伐
ノ
心
オ
コ
ル
ベ
キ
ヤ
ノ
恐
ア
リ
、

又
我
マ
マ
ナ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
騒
脊
ナ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、



四

郡
県
ノ
天
子
ハ
兵
権
ミ
ナ
我
ニ
ア
リ
テ
、
不
服
放
伐
ス
ル
ノ
諸
侯
ア
ル
ベ
キ
気
遣
モ
ナ
ク
、
我
マ
マ
ニ
シ
テ
、
騎
箸
四
海
ヲ
ツ
ク
ス

故
ニ
皆
コ
レ
ヲ
希
フ
也
、
郡
県
ノ
世
ノ
天
子
ハ
封
建
ノ
世
ノ
天
子
ニ
比
ス
レ
パ
、

ソ
ノ
富
数
百
倍
ナ
リ
、
封
建
ハ
富
ヲ
諸
侯
ニ
一
頒
チ

郡
県
ハ
天
子
ヒ
ト
リ
富
也
、

シ
カ
ル
ニ
封
建
ニ
テ
乱
レ
タ
ル
時
ハ
瓦
解
ト
ナ
ル
、

王
威
衰
ヘ
タ
ル
ユ
ヱ
也
、
県
郡
ニ
テ
乱
レ
タ
ル
ト

キ
ハ
土
崩
ト
ナ
ル
、
秦
末
ノ
如
シ
、
:
:
:
封
建
ハ
君
子
多
ク
野
人
少
シ
、
郡
県
ハ
君
子
少
ク
野
人
多
シ
、
:
:
:
封
建
ハ
諸
侯
一
国
ヲ

有
ツ
ユ
ヱ
ニ
、
百
姓
ヲ
他
ム
コ
ト
モ
厚
ク
、
諸
政
ヨ
ク
融
通
ス
、
郡
県
ハ
国
司
代
官
ノ
類
遠
キ
ヨ
リ
下
知
シ
、
又
総
政
ヲ
京
ニ
キ
ク

故
、
百
姓
ヲ
幽
ム
コ
ト
モ
薄
ク
、
諸
政
融
通
シ
ガ
タ
シ
、
封
建
ハ
天
下
自
然
ノ
大
道
ニ
シ
テ
、

王
者
ノ
好
ム
所
也
、
郡
県
ハ
後
世
作

為
ノ
私
法
ニ
シ
テ
、
覇
者
ノ
好
ム
処
ナ
リ
、
故
ニ
封
建
ニ
弊
少
ナ
ク
、
郡
県
ニ
弊
多
シ
、
:
:
:
漢
土
ハ
初
メ
封
建
ニ
シ
テ
後
郡
県
ト

ナ
ル
、
日
本
ハ
初
ヨ
リ
封
建
ノ
制
変
ズ
シ
テ
、
中
世
ト
雄
未
全
ク
消
セ
ズ
、

ツ
ヒ
ニ
元
ノ
封
建
ニ
カ
ヘ
ル
、
美
ト
云
ベ
シ
』

と
言
っ
て
(
同
上
)
、
単
に
封
建
制
を
是
認
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
過
大
と
お
も
わ
れ
る
ま
で
の
讃
美
を
な
し
て
い
る
。

彼
が
い
う
よ
う
に
、
果
し
て
封
建
制
が
『
天
下
自
然
ノ
大
道
ニ
シ
テ
王
者
ノ
好
ム
所
』
で
あ
り
、
郡
県
制
が
『
後
世
作
為
ノ
私
法
ニ
シ

テ
、
覇
者
ノ
好
ム
処
』
で
あ
る
の
か
、
大
い
に
論
議
の
余
地
が
あ
り
、

ま
た
氏
族
制
と
い
わ
れ
る
日
本
の
古
代
社
会
が
封
建
制
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
是
認
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

か
く
ま
で
封
建
制
を
極
歌
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
当
時
の
多
く
の
儒
学
者
の
よ
う
に
、
幕
府
の
政
治
に
は
き
わ
め
て
従
順
で
あ
り
、

そ
う
し
て
、
秀
吉
を
姦
雄
な
ど
と
評
し
な
が
ら

(
巻
之
四
、
歴
代
・
玉
)
、
家
康
を
神
君
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。
彼
は
、
武
家
の
世
と
な
っ
て
政
権
が
徳
川
氏
に

帰
し
た
い
き
さ
つ
を
の
ベ
、
鎌
倉
の
代
々
、
足
利
、
織
田
、
豊
臣
等
が
政
権
を
に
ぎ
っ
た
の
は
、
天
命
を
う
け
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、

ま

た
行
事
の
み
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

た
-x
勢
力
智
権
を
も
っ
て
こ
れ
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

『
唯
我
神
君
ノ
ミ
天
命
行
事
カ
ネ
ツ
ク
シ
テ
、

一
生
其
意
ニ
ミ
タ
ズ
シ
テ
、
願
望
ア
ラ
ズ
シ
テ
天
下
自
然
ト
流
レ
込
ム
モ
ノ
ペ
其



信
義
ノ
顕
著
武
徳
ノ
盛
ナ
ル
モ
ノ
カ
』

も
と
言
い
(
向
上
)
、
さ
ら
に

『
我
徳
川
家
ノ
興
リ
玉
フ
ヤ
、
名
匡
ア
ゲ
テ
数
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
井
伊
、
本
多
、
酒
井
、
榊
原
、
大
久
保
、
板
倉
、
土
井
、
安
藤
、
阿

部
、
奥
平
、
肥
後
侯
、
伊
豆
侯
ノ
ゴ
ト
キ
、
列
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
明
君
ヲ
輔
佐
ス
、
興
ラ
ザ
ラ
ン
ト
欲
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
得
ベ
カ
ラ
ズ
、

.. 

:
ァ
、
盛
ナ
ル
哉
、
当
朝
ノ
人
ヲ
得
サ
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
、
万
古
類
ナ
キ
ヲ
シ
ル
ベ
シ
』

k
言
っ
て
(
向
上
、
六
)
、

徳
川
氏
の
制
覇
が
家
康
の
武
徳
と
、

そ
の
名
臣
の
多
か
っ
た
た
め
と
し
、

或
は
ま
た
臆
仁
の
乱
以
後
世
が
み

だ
れ
、
織
田
氏
、
豊
臣
氏
が
こ
れ
を
平
定
し
た
と
は
言
え
、

『
捷
長
ニ
至
リ
テ
後
鹿
ヲ
逐
フ
、

シ
カ
ル
ニ
我
神
祖
コ
レ
ヲ
治
メ
テ
、
天
下
再
乱
ル
、
コ
ト
ナ
シ
、
刀
ハ
鞘
、
弓
ハ
袋
ニ
ヲ
サ
マ
リ

テ
、
武
ヲ
忘
ル
ル
ニ
至
ル
、
是
誰
ノ
賜
物
ゾ
ヤ
』

と
言
っ
て
ハ
巻
之
十
二
、
雑
論
・
十
一
)
、
世
の
昇
平
が
ひ
と
え
に
家
康
の
お
か
げ
で
あ
る
と
し
て
、
絶
大
の
讃
辞
を
お
し
ま
な
い
。

彼
の
封
建
制
に
対
す
る
見
解
は
、
上
に
の
ベ
た
よ
う
な
徳
川
氏
に
対
す
る
礼
讃
と
と
も
に
、

ま
た
彼
の
階
級
観
と
も
関
聯
す
る
。
当
時

の
社
会
階
級
は
、

四
民
と
い
わ
れ
た
士
農
工
商
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
た
が
、

そ
の
被
治
者
た
る
農
工
商
の
う
ち
、
彼
は
農
を
重
ん
じ

て
工
商
を
軽
ん
じ
た
。

『
夫
百
姓
ハ
国
ノ
本
也
、
生
民
ノ
首
タ
リ
、
百
姓
ナ
ク
パ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、

工
商
ハ
ナ
ク
テ
モ
ス
ム
ベ
シ
、
常
ニ
百
姓
ニ
利
ヲ
付
テ

上
席
ニ
置
、

工
商
ニ
ハ
損
ヲ
ツ
ケ
テ
下
席
ニ
置
ベ
シ
、
農
ト
商
ト
ノ
争
論
ア
ラ
パ
農
ニ
ハ
二
三
分
ノ
勝
ヲ
付
ベ
シ
、

ヱ
商
ハ
民
ヲ
脊

ラ
サ
ン
ト
ス
、
必
勝
春
ノ
物
ハ
禁
ズ
ベ
シ
、
町
人
ノ
内
ナ
リ
ト
モ
正
業
ノ
者
ヲ
上
ト
シ
、
遊
民
ハ
下
タ
ル
ベ
シ
、
浮
民
ハ
亦
ソ
ノ
下

タ
ル
ベ
シ
、
農
人
ハ
一
人
一
一
テ
モ
増
ス
コ
ト
ヲ
ハ
カ
ル
ベ
シ
、
商
人
ハ
一
人
ニ
テ
モ
減
サ
ン
ト
欲
ス
ベ
シ
、

マ
タ
百
姓
ニ
工
商
ヲ
禁

一五



一
六

ズ
ベ
シ
、

コ
レ
国
ヲ
富
ス
ノ
要
法
』

と
言
い
(
巻
之
玉
、
制
度
・
十
九
)
、
或
は
ま
た

『
ユ
ヱ
ニ
国
ヲ
治
ム
ル
ハ
百
姓
ヲ
ス
ス
メ
工
商
ヲ
退
ケ
、
市
井
ヲ
衰
微
サ
ス
ニ
ア
リ
、
市
井
盛
ナ
レ
パ
田
舎
衰
フ
、
田
舎
サ
カ
ン
ナ

レ
パ
、
市
井
オ
ト
ロ
フ
、
自
然
ノ
符
ナ
リ
』

ど
言
い
(
巻
之
六
、
経
済
・
一
)
、
百
姓
が
国
の
上
下
を
の
こ
ら
ず
養
う
の
で
あ
る
か
ら
、
百
姓
を
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、

家
中
工
商
を
つ
ぶ
し
て
も
、
百
姓
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
し
、
さ
ら
に
人
民
の
救
済
に
当
っ
て
は
、

『
救
助
ハ
百
姓
ヲ
先
ト
シ
テ
諸
士
ヲ
次
ト
シ
、

工
商
ヲ
其
次
ト
シ
、
出
家
遊
民
乞
食
ヲ
又
ソ
ノ
次
ト
ス
ベ
シ
』

と
言
っ
て
い
る
(
向
上
、
玉
)
。

彼
は
じ
ぶ
ん
じ
し
ん
商
人
で
あ
り
な
が
ら
、

か
く
の
ご
と
き
農
本
主
義
を
唱
え
、
商
人
よ
り
も
農
民
を
重
ん
じ
た
の
は
、

ま
こ
と
に
ふ

し
ぎ
と
言
っ
て
よ
い
。
儒
教
に
お
い
て
は
民
は
国
の
本
と
い
〉
、

そ
の
民
は
農
民
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
彼
等
が
国
民
の
生

活
資
料
の
生
産
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
封
建
制
の
成
立
が
土
地
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
、
農
本
主
義
は
必
然
に
唱
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
幡
桃
も
ま
た
儒
学
者
と
し
て
、
あ
た
り
ま
え
の
思
想
を
あ
た
り
ま
え
に
主
張
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
商
業
的
資
本
主
義
の
発
達
に
よ
っ
て
、
当
時
す
で
に
封
建
制
が
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
時
勢
に
対
し
て
す
こ
し

で
も
反
省
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
痛
感
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

た
と
え
ば

『
此
節
升
屋
平
右
衛
門
ノ
番
頭
ニ
小
右
衛
門
ト
云
フ
大
豪
傑
出
デ
、
升
屋
ノ
身
代
ヲ
甚
大
キ
フ
セ
リ
』

と
か
(
升
小
談
)
、
或
は

『
今
升
小
ハ
仙
台
ノ
大
身
上
ヲ
一
人
ニ
テ
引
受
ケ
テ
、
呑
込
ミ
テ
富
国
ノ
法
ヲ
立
テ
、
奉
リ
テ
、
他
国
ノ
遠
国
ニ
居
テ
大
国
ヲ
ア
ヤ



ツ
ル
コ
ト
ハ
ナ
ル
ホ
ド
大
腹
中
ナ
リ
、
江
戸
ナ
ド
ニ
ハ
ケ
様
ノ
大
腹
中
ノ
人
ヲ
パ
鶴
ハ
ア
マ
リ
見
ヌ
ナ
リ
』

な
ど
と
言
っ
て
(
同
上
)
、
彼
を
い
た
く
推
称
し
て
い
る
海
保
青
陵
は
、

商
人
が
利
を
も
と
め
る
の
を
悪
と
な
す
儒
者
の
教
を
噺
笑
し
、

孔
孟
の
教
は
乱
世
の
教
で
あ
っ
て
、
今
の
昇
平
の
世
に
は
手
本
と
す
べ
き
で
な
く
、

『
儒
者
ト
云
モ
ノ
ノ
愚
ナ
ル
コ
ト
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
』

と
い
い
(
稽
古
談
、
巻
一
、
一
一
)
、
或
は
ま
た

『
一
体
武
士
利
ニ
ウ
ト
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

理
ニ
ウ
ト
シ
』

と
か
、
或
は

『
今
ノ
武
士
ハ
唯
治
世
ノ
武
士
ニ
テ
、
乱
世
ノ
武
士
ニ
ア
ラ
ズ
、
治
世
ニ
ハ
武
士
ハ
入
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
』

と
い
い
(
同
上
、
巻
一
二
)
、
或
は
ま
た

『
大
名
ノ
ク
ル
シ
ミ
イ
フ
パ
カ
リ
ナ
シ
、
大
名
ノ
借
金
口
ニ
ア
マ
ル
ホ
ド
ノ
数
ナ
リ
』

と
言
っ
て
(
向
上
、
巻
五
)
当
時
の
儒
者
や
武
士
を
批
判
し
、

大
名
の
財
政
の
窮
乏
を
の
べ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
青
陵
は
封
建
制
や
幕
政

を
積
極
的
に
批
評
し
て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の
彼
の
思
想
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の

思
想
を
お
し
す
す
め
て
ゆ
く
な
ら
ば
、

か
な
ら
ず
や
封
建
制
の
ゆ
き
守
つ
ま
り
や
、

そ
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。

幡
桃
は
青
陵
の
推
称
す
る
よ
う
な
μ
孟
告
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
じ
し
ん
仙
台
藩
の
財
政
整
理
に
当
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
当

時
の
諸
藩
の
財
政
の
窮
乏
を
知
悉
し
、
従
っ
て
封
建
制
の
動
揺
を
痛
感
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
う
し
て
商
人
で
あ
る
彼
は
、
商
人

の
社
会
的
地
位
や
そ
の
職
分
な
ど
に
つ
い
て
何
等
か
の
自
覚
を
も
っ
て
い
て
、

い
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
社

会
情
勢
に
つ
い
て
鋭
い
批
判
を
し
た
り
、

ふ
か
く
反
省
す
る
こ
と
な
し
に
、
現
状
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
、

あ
た
か
も
為
政
者
が
い
だ
く
よ

一
七



八

う
な
見
解
を
の
べ
て
い
る
。

彼
と
お
な
じ
よ
う
に
町
人
出
身
の
学
者
で
あ
っ
た
石
田
梅
厳
は
、

そ
の
著
『
都
部
問
答
』
に
お
い
て
、

『
商
人
ハ
勘
定
委
シ
ク
シ
テ
、
今
日
ノ
渡
世
ヲ
致
ス
者
ナ
レ
パ
、

一
銭
軽
シ
ト
云
ベ
キ
ニ
非
ズ
。
是
ヲ
重
ネ
テ
富
ヲ
ナ
ス
ハ
商
人
ノ

道
ナ
リ
。
富
ノ
主
ハ
天
下
ノ
人
々
ナ
リ
。
主
ノ
心
モ
、
我
ガ
心
ト
同
キ
ユ
ヘ
ニ
我
一
銭
ヲ
惜
ム
心
ヲ
推
テ
、
売
物
ニ
念
ヲ
入
レ
、
少

ヨ
キ

シ
モ
島
相
ニ
セ
ズ
シ
テ
売
渡
サ
パ
、
異
人
ノ
心
モ
初
ハ
金
銀
惜
シ
ト
思
ヘ
ド
モ
、
代
物
ノ
能
ヲ
以
テ
、

ソ
ノ
惜
ム
心
自
ラ
止
ム
ベ

シ
。
惜
ム
心
ヲ
止
、
善
ニ
化
ス
ル
ノ
外
ア
ラ
ン
ヤ
。
且
天
下
ノ
財
宝
ヲ
通
用
シ
テ
、
万
民
ノ
心
ヲ
ヤ
ス
ム
ル
ナ
レ
パ
、
天
地
四
時
流

ヤ

シ

ナ

カ

ナ

ワ

行
シ
、
万
物
育
ハ
ル
、
ト
同
ク
相
合
ン
白
如
比
シ
テ
富
山
ノ
如
ク
ニ
至
ル
ト
モ
、
欲
心
ト
イ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
』

と
か
(
巻
之
一
、
商
人
ノ
道
ヲ
問
フ
段
)
、
或
は

タ
ス
ケ

『
士
農
工
商
ハ
天
下
ノ
治
ル
相
ト
ナ
ル
。

四
民
カ
ケ
テ
ハ
助
ケ
無
カ
ル
ベ
シ
。

四
民
ヲ
治
メ
玉
フ
ハ
君
ノ
職
ナ
リ
。
君
ヲ
相
ル
ハ
四

民
ノ
職
分
ナ
リ
。

土
ハ
元
来
位
ア
ル
匡
ナ
リ
。
農
人
ハ
草
葬
ノ
臣
ナ
リ
。
商
工
ハ
市
井
ノ
臣
ナ
リ
。
毘
ト
シ
テ
君
ヲ
相
ル
ハ
臣
ノ
道

サ
ク
ア
ビ

ナ
リ
。
商
人
ノ
売
買
ス
ル
ハ
天
下
ノ
相
ナ
リ
。
細
工
人
ニ
作
料
ヲ
給
ル
ハ
工
ノ
禄
ナ
リ
。
農
人
ニ
作
間
ヲ
下
サ
ル
コ
ト
ハ
、
是
モ
土

ノ
禄
ニ
同
ジ
。
天
下
万
民
産
業
ナ
ク
シ
テ
何
ヲ
以
テ
立
ツ
ベ
キ
ャ
。
商
人
ノ
買
利
モ
天
下
御
免
シ
ノ
禄
ナ
リ
。
夫
ヲ
汝
独
売
買
ノ
利

パ
カ
リ
ヲ
慾
心
ニ
テ
道
ナ
シ
ト
云
ヒ
、
商
人
ヲ
お
ン
デ
断
絶
セ
ン
ト
ス
。
何
ヲ
以
テ
商
人
計
リ
ヲ
賎
メ
嫌
ブ
コ
ト
ゾ
ャ
。
』

と
言
っ
て
(
巻
之
ニ
、
或
学
者
商
人
ノ
学
問
ヲ
議
ノ
段
)
、
す
で
に
幡
桃
よ
り
も
約
百
年
以
前
に
、
商
人
の
職
分
に
つ
い
て
弁
じ
て
い
る
。

し

か
ら
ば
幡
桃
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
彼
も
商
人
で
あ
る
か
ら
、
商
人
の
こ
と
に
つ
い
て
全
然
の
べ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば

『
恐
ル
ベ
シ
当
世
政
民
食
ヲ
蓄
ル
ノ
法
ナ
ク
シ
テ
、
凶
年
ニ
ア
ヘ
パ
俄
ニ
…
驚
キ
米
価
ノ
躍
騰
ヲ
押
ヘ
、
緯
ス
ル
モ
ノ
ヲ
罰
シ
テ
価
ヲ



引
下
ン
ト
ノ
ミ
ヲ
勤
ム
ル
、

コ
レ
何
ノ
コ
ト
ゾ
ヤ
、
利
ヲ
争
フ
ハ
商
買
ノ
恒
ナ
リ
、
凶
ヲ
見
カ
ケ
テ
緯
ス
ル
ハ
ソ
ノ
業
ニ
精
シ
キ
也

ナ
ン
ゾ
コ
レ
ヲ
亜
山
ム
ベ
キ
、

:
・
:
商
買
ノ
薙
入
ヲ
ス
ル
ハ
国
ノ
幸
也
、
万
一
事
ア
ラ
パ
ソ
ノ
米
ニ
テ
防
グ
ベ
シ
』

と
か
(
巻
之
六
、
経
済
・
一
二
〉
、
或
は

『
国
中
ニ
大
価
ア
リ
テ
米
ヲ
多
ク
買
持
タ
ル
ハ
国
ノ
幸
ヒ
也
、
必
シ
モ
是
ヲ
罪
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
商
買
ハ
只
利
ニ
ワ
シ
ル
ノ
ミ
、

コ
レ

常
ナ
リ
、
米
ヲ
買
込
タ
ル
モ
ノ
ア
レ
パ
国
ニ
食
ア
リ
、
買
人
ナ
ケ
レ
パ
諸
国
へ
買
ト
ラ
ル
ベ
シ
、
凶
年
ニ
ハ
米
ヲ
買
込
タ
ル
人
ア
ル

故
価
モ
引
上
ル
ト
雄
、
万
一
ノ
ト
キ
ニ
ナ
リ
テ
ハ
食
ヲ
得
ベ
シ
』

と
い
い
(
同
上
、

四
)
、
或
は

『
米
価
ノ
貴
キ
ハ
歳
ノ
罪
ナ
リ
、
歳
凶
ナ
ル
故
ニ
価
貴
シ
、
然
レ
パ
歳
ノ
罪
也
、
買
シ
メ
ノ
罪
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
餓
死
ノ
多
キ
ハ

有
司
ノ
罪
ナ
リ
、
歳
ノ
罪
ニ
ア
ラ
ザ
ル
也
、
然
レ
、
ド
モ
買
持
ナ
ラ
パ
罪
ナ
シ
、
買
シ
メ
ナ
ラ
パ
罪
ア
リ
、

コ
レ
ハ
有
司
ノ
心
ニ
テ
分

ル
ベ
シ
、

:
:
:
餓
死
ハ
政
ノ
罪
ナ
リ
、
歳
ノ
罪
ニ
ア
ラ
ズ
、
価
ノ
貴
キ
ハ
歳
ノ
罪
ナ
リ
、
商
買
ノ
罪
ニ
非
ズ
』

と
言
っ
て
(
向
上
)
、
凶
年
に
際
し
て
の
米
商
人
の
態
度
を
弁
護
し
て
い
る
。

彼
ヵミ

『
今
天
下
ニ
カ
シ
コ
キ
モ
ノ
ハ
米
相
場
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
』

と
か
(
巻
之
六
、
経
済
・
二
十
一
一
)
、
或
は

『
今
世
米
相
場
ノ
如
キ
、
天
下
ノ
心
志
ノ
来
ル
処
ハ
ナ
シ
』

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
(
向
上
)
、
当
時
米
の
売
買
が
商
業
の
中
枢
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た

『
今
天
下
ノ
知
ヲ
ア
ツ
メ
大
成
シ
タ
ル
相
場
ハ
大
阪
ニ
ア
リ
テ
外
ニ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
』

九



二

O

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
(
同
上
)
、
大
阪
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
彼
は
大
阪
商
人
と
し
て
米
の
売
買
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
彼
が
米
商
人
を
弁
護
し
た
の
は
、
彼
じ
し
ん
を
弁
護
し
た
の
で
あ
っ
て
、
一
般
商
行
為
の
意
義
を
宣
揚
し
た
の
で
は
な
い
。

し
か
し

『
今
世
ハ
諸
物
ミ
ナ
金
銀
ヲ
以
テ
ウ
リ
カ
ヒ
シ
用
ヲ
達
シ
、
事
官
修
倍
上
ノ
時
節
』

で
あ
り
(
同
上
、
二
十
一
一
)
、

そ
う
し
て

『
ユ
ヱ
ニ
万
物
ノ
ア
タ
ヒ
高
貴
ニ
ナ
リ
タ
ル
コ
ト
、
百
年
来
ニ
凡
三
四
倍
ニ
至
ル
、

コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
諸
侯
及
ピ
武
家
百
姓
ノ
困
窮
ハ

イ
ハ
ン
方
ナ
シ
』

と
い
う
よ
う
に
(
向
上
)
、

貨
幣
経
済
の
時
代
と
な
っ
て
武
家
百
姓
が
困
窮
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
、

充
分
知
悉
し
て
い
る
彼
が
、
封

建
制
の
動
揺
を
認
識
せ
ず
、
依
然
と
し
て
そ
の
桂
精
の
も
と
に
甘
ん
じ
よ
う
と
し
た
の
は
、

一
切
の
神
秘
的
、
超
越
的
な
も
の
を
排
除
し

ょ
う
と
す
る
つ
よ
い
合
理
的
精
神
を
も
っ
た
彼
と
し
て
、

は
な
は
だ
ふ
し
ぎ
と
言
っ
て
よ
い
。

当
時
公
然
と
時
幣
を
論
じ
、
幕
政
を
批
議
す
る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
不
平
不
満
が
あ
っ
た
に
し

て
も
、

そ
れ
を
吐
露
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

一
身
の
保
全
の
た
め
に
現
状
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
や
む
を
え
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
し
て
彼
の
家
業
が
、
当
時
の
諸
侯
と
密
接
不
離
の
依
存
の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
彼
が
現
状
を
肯
定
し
た
こ
と
は
み

と
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
彼
の
封
建
制
の
謡
歌
と
幕
政
の
礼
讃
と
は
、
単
な
る
現
実
肯
定
者
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
そ
の
阿
附
者
、
時
代
の
迎
合
者
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
皇
室
に
関
係
の
あ
る
神
代
の
巻
に
対
し
、

あ
れ
ほ
ど
勇

敢
に
痛
烈
な
批
判
を
加
え
な
が
ら
、
封
建
制
と
幕
政
と
に
対
し
て
は
、
惜
し
み
な
く
絶
大
の
讃
辞
を
呈
し
た
彼
の
書
を
、
松
平
楽
翁
が
ほ

め
た
と
い
う
の
も
、
う
ベ
な
る
か
な
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。



七

し
か
し
な
が
ら
、

お
も
う
に
、

か
く
の
ご
と
き
封
建
制
の
謡
歌
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
彼
の
修
め
た
学
問
の
中
心
が
、
儒
教
で
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
は
は
な
は
だ
つ
よ
い
合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
超
越
的
、
神
秘
的
な
如
何
な
る
宗
教
を
も
排
し
、

た
だ
儒

教
を
も
っ
て
政
教
の
根
本
と
し
た
。

『
夫
宗
旨
ヲ
立
、
教
法
ヲ
立
ル
モ
ノ
ハ
、

ミ
ナ
俗
ニ
違
ヒ
テ
新
法
ヲ
教
ユ
、

ム
ベ
ナ
ル
哉
天
下
ノ
治
マ
ラ
ザ
ル
ヤ
、
聖
人
ノ
教
ハ
天

下
ヲ
治
ム
ル
ノ
法
ニ
シ
テ
、
誠
意
正
心
修
身
ヨ
リ
シ
テ
、
国
天
下
ヲ
治
ム
ル
ニ
至
ル
、
唯
一
法
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
貫
ク
』

と
か
(
巻
之
二
、
地
理
・
二
十
一
二
)
、
さ
ら
に
ま
た

『
天
下
ノ
教
法
現
世
ヲ
ス
テ
、
来
世
ヲ
一
五
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、

ツ
ヒ
ニ
死
シ
テ
土
ト
ナ
ル
、

ナ
て
ソ
来
世
ア
ラ
ン
、
孝
悌
仁
義
ヲ

以
テ
天
下
国
家
ヲ
治
ル
ノ
外
ニ
教
ト
云
モ
ノ
ナ
キ
ナ
リ
、
切
支
丹
「
マ
コ
メ
テ
ン
」
仏
教
ミ
ナ
是
邪
教
ナ
リ
、
聖
人
ノ
教
ハ
天
下
ヲ

治
ム
ル
ノ
道
ナ
リ
』

と
言
い
(
向
上
)
、
或
は
ま
た

可
シ
カ
レ
パ
聖
人
ノ
道
ハ
天
下
ヲ
治
ム
ル
大
道
品
、
仏
ト
神
ト
ハ
葬
埋
祭
杷
ノ
小
道
也
』

と
言
っ
て
(
巻
之
十
、
無
鬼
上
・
十
四
)
、
聖
人
の
道
、
す
な
わ
ち
儒
教
で
な
け
れ
ば
、

天
下
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
す
の
で
あ

る

か
く
の
ご
と
き
彼
の
儒
教
主
義
は
、

そ
の
歴
史
観
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

司
経
書
ハ
己
ヲ
惰
シ
テ
人
ヲ
治
ム
ル
ノ
教
ニ
シ
テ
、
学
者
ノ
第
一
ニ
学
ブ
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
、

コ
レ
人
タ
ル
大
道
コ
ノ
外
ニ
何
ヲ
カ



求
メ
ン
、

コ
レ
ニ
継
モ
ノ
ハ
歴
史
也
、
歴
史
ヲ
以
テ
古
今
ノ
興
廃
ヲ
考
へ
、
善
ハ
興
リ
悪
ハ
廃
シ
、
ミ
ナ
コ
レ
経
書
ノ
教
ヲ
事
実
一
円

証
ス
ル
ナ
リ
n
b

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
(
巻
之
八
、
雑
書
・
二
十
一
一
)
、
歴
史
は
、

国
の
興
亡
が
道
徳
の
如
何
に
よ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
す

の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
は
、
史
実
に
対
し
て
い
た
る
と
こ
ろ
道
徳
的
批
判
を
加
え
、
或
は
先
人
の
史
書
に
対
し
て
も
、
道
徳
的
批
判
の
す

ぐ
れ
た
も
の
を
推
称
し
て
い
る
。

た
と
え
ば

『
日
本
ノ
書
籍
多
シ
ト
雄
、
世
教
ニ
渉
ル
ハ
ナ
シ
、
慶
長
以
降
武
徳
織
ン
ニ
シ
テ
、
文
家
モ
亦
少
シ
ト
セ
ズ
、
大
儒
数
輩
著
ス
所
ノ

書
ス
コ
ブ
ル
孝
弟
仁
義
ヲ
説
ク
コ
ト
多
シ
、
中
ニ
モ
栗
山
先
生
ノ
保
建
大
記
及
ピ
浅
見
先
生
ノ
靖
献
遺
言
コ
レ
ガ
冠
タ
リ
、
:
:
:
栗

山
氏
専
ラ
褒
皮
議
評
ヲ
立
テ
、

コ
レ
ヲ
与
フ
奪
フ
、

ソ
ノ
意
春
秋
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
、
乱
臣
賊
子
ヲ
シ
テ
罪
ヲ
入
ル
、
所
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル

モ
ノ
、

ァ
、
本
朝
ニ
オ
イ
テ
未
発
ノ
書
ナ
リ
、
:
:
:
ァ
、
浅
見
氏
ノ
骨
髄
コ
ノ
書
ニ
ア
リ
、
此
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
沸
ヲ
落
サ
ザ
ル
人
ハ
、

ソ
ノ
人
必
ズ
不
忠
ナ
ラ
ン
』

と
言
っ
て
(
向
上
、
十
九
)
、
栗
山
潜
鋒
と
浅
見
網
斎
と
を
称
揚
し
た
。

国
の
興
亡
が
、
人
民
の
道
徳
如
何
に
関
係
の
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
単
純
に
そ
れ
だ
け
で
律
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の

は

い
う
ま
で
も
な
い
。
儒
学
者
の
歴
史
に
対
す
る
批
判
は
、
史
実
の
原
因
を
ふ
か
く
究
明
し
な
い
で
、

た
-x
そ
の
結
果
を
儒
学
の
唱
え

る
道
徳
に
て
ら
し
て
善
悪
の
判
断
を
下
す
に
す
ぎ
な
い
。

か
く
の
ご
と
き
道
徳
的
批
判
を
な
す
か
ぎ
り
、
儒
学
に
お
い
て
は
お
そ
ら
く
進

歩
の
観
念
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
儒
学
に
お
い
て
も
天
命
思
想
に
よ
る
易
姓
革
命
は
ゆ
る
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

し
か
し
そ

れ
は
徳
の
有
無
に
よ
る
統
治
者
の
交
代
を
是
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
社
会
の
進
歩
を
決
し
て
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
流
動
す
る
歴
史
の
推
移
を
固
定
し
た
道
徳
観
念
で
律
す
る
儒
教
に
お
い
て
は
、
現
状
を
否
定
し
、

こ
れ
を
打
破
す
る
な
ど
と
い
う
こ



と
は
、

お
そ
ら
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
幡
桃
が
厳
重
な
階
級
的
桓
棺
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
、

し
か
も
そ
の
桂
桔
を
脱
し
て

自
由
を
欲
す
る
こ
と
の
最
も
蟻
烈
で
あ
る
べ
き
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
何
等
そ
う
い
う
慾
求
も
な
く
、
現
状
を
肯
定
し
て
幕
政
を
礼
讃
し

封
建
制
を
謡
歌
し
た
の
は
、
彼
の
修
め
た
儒
教
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
れ
と
と
も
に
彼
の
家
業
が
、
封
建
制
に

依
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

八

な
お
彼
の
思
想
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
自
国
尊
重
の
念
の
つ
よ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
一
方
で
は
、
漢
人
と
日
本
人
と
の
漂
流
民
の
状
態
を
比
較
し
て
、

『
漢
人
ハ
日
本
ニ
来
リ
テ
、
漁
者
卜
雄
儒
土
ニ
対
シ
テ
詩
賦
ヲ
ナ
ス
、
日
本
人
ハ
他
邦
ニ
ア
リ
テ
、
唯
黙
々
ト
悲
泣
ス
ル
ノ
ミ
、
耽

ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
』

と
言
い
(
巻
之
二
、
地
理
・
十
五
〉
、
或
は
ま
た

『
唯
我
民
ハ
生
業
ニ
イ
ソ
ガ
ハ
シ
キ
故
ニ
、
不
正
ノ
業
ヲ
ナ
シ
テ
ナ
リ
ト
モ
、
今
日
妻
子
ヲ
ヤ
シ
ナ
フ
モ
ノ
ヲ
是
ト
シ
テ
耽
辱
ヲ
シ

ラ
ズ
、
不
智
不
才
ナ
ル
故
ニ
、
鬼
神
仏
観
ノ
徒
ニ
欺
カ
レ
テ
無
用
ノ
費
ヲ
イ
タ
シ
、

ソ
レ
ヲ
補
ハ
ン
ガ
為
ニ
不
正
ノ
業
ヲ
ナ
シ
テ
唯

利
ノ
ミ
ニ
走
ル
ヨ
リ
、

イ
ヨ
ノ
¥
マ
ス
ノ
¥
文
盲
ト
ナ
ル
、

ァ
、
悲
イ
哉
』

と
言
っ
て
(
同
上
、
十
九
)
、

わ
が
国
民
の
無
学
を
か
な
し
み
、
或
は
ま
た

『
我
邦
人
唯
漢
土
ノ
文
物
ヲ
慕
フ
ノ
ミ
ニ
テ
、
其
是
非
ヲ
弁
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
歎
ズ
ベ
シ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
玉
、
制
度
・
一
)
、

わ
が
国
民
の
自
尊
の
念
の
な
い
こ
と
を
歎
い
て
い
る
が
、
他
方
に
お
い
て
彼
は
、

わ
が
国
の
優
秀
性



ニ
四

を
大
い
に
誇
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
漢
ノ
聖
人
大
中
至
誠
ノ
教
ヲ
立
ル
、
三
千
世
界
ニ
中
立
シ
テ
動
カ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
是
ヲ
大
智
ト
ス
ベ
シ
、
是
ヲ
学
ブ
国
々
大
抵

ソ
レ
ニ
次
ベ
シ
、
西
洋
人
ハ
好
智
ナ
リ
ト
イ
へ
、
ド
モ
、
博
識
強
記
、
知
巧
ニ
オ
イ
テ
及
ブ
ベ
カ
ラ
ズ
、

シ
カ
ル
ニ
武
ヲ
以
テ
国
ヲ
治

メ
、
大
国
ニ
侵
レ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
「
イ
ギ
リ
ス
」
ト
我
日
本
ノ
ミ
、

コ
、
ヲ
以
テ
天
下
ニ
敵
ナ
シ
、
加
フ
ル
ニ
我
金
銀
、
銅
鉄
、
米
穀

ノ
多
キ
ヲ
以
テ
ス
、

ユ
ヱ
ニ
万
国
我
ヲ
シ
タ
ヒ
、
五
市
通
聴
ヲ
乞
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
免
許
ナ
キ
ハ
古
今
ノ
良
計
ト
云
フ
ベ
シ
』

と
言
い
(
巻
之
二
、
地
理
・
二
十
五
)
、
或
は
ま
た

『
神
武
以
来
、

二
千
四
百
年
動
、
ザ
ル
モ
ノ
ハ
是
日
本
也
、
寒
ニ
万
国
ニ
秀
デ
、
尊
ム
ベ
キ
所
カ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
四
、
歴
代
・
三
)
、

わ
が
国
が
武
力
に
冠
絶
し
て
、

か
つ
て
外
国
の
侮
り
を
う
け
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
す
る
の
で
あ

る
。
か
つ
て
の
、

い
わ
ゆ
る
皇
国
史
観
の
歴
史
教
育
に
お
い
て
さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
す
で
に
彼
が
説
い
て
い
る
の
は
、

は
な

は
だ
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
メ
幕
府
の
鎖
国
策
を
称
揚
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
外
国
と
の
関
係
が
次
第
に
複
雑
に
な
ろ
う
と
し

て
い
た
時
代
と
し
て
、

ま
た
西
洋
文
化
の
長
所
を
み
と
め
て
、

こ
れ
を
学
ぶ
必
要
を
説
い
た
彼
と
し
て
、

は
な
は
だ
保
守
的
で
あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
は
ロ
シ
ヤ
の
勃
興
と
そ
の
東
進
と
を
の
ベ
て
、
「
カ
ム
サ
ス
カ
」
か
ら
満
州
ま
で
み
な
彼
に
内
属
し
た
こ
と
を
叙
し
、

『
蝦
夷
ノ
西
北
ハ
ス
ベ
テ
「
モ
ス
コ
ピ
ヤ
」

ノ
地
ト
ナ
リ
、
又
ダ

γ
ノ
¥
蝦
夷
ノ
島
々
ヨ
リ
本
地
ニ
至
リ
、

ソ
ノ
地
理
ク
ハ
シ
ク
シ

テ
、
我
奥
地
ニ
近
キ
コ
ト
ヲ
暗
知
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、
近
年
白
子
浦
ノ
幸
太
夫
、
仙
台
ノ
平
五
郎
等
カ
ノ
地
ニ
漂
流
シ
、
我
国
ノ
風
俗

ヲ
一
々
ニ
告
知
ス
ベ
ケ
レ
パ
、

イ
ヨ
/
¥
精
密
ニ
ナ
リ
テ
、

ツ
ヒ
ニ
我
国
へ
商
船
ヲ
通
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
願
ツ
テ
、
漂
流
人
ヲ
送
リ
テ
我

国
ニ
煽
ブ
、
其
内
心
ハ
計
ル
ベ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
言
辞
ヲ
卑
ク
シ
信
ヲ
カ
タ
ク
シ
テ
来
ル
コ
ト
ナ
リ
、
:
:
:
コ
レ
先
年
蝦
夷
ニ
来
リ



テ
通
商
ヲ
請
シ
ト
キ
、
長
崎
ニ
来
ラ
パ
裁
判
ア
ル
ベ
シ
ト
信
牒
ヲ
賜
リ
シ
ユ
ヱ
ニ
、
今
コ
コ
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
リ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
二
、
地
理
・
十
九
)
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)

の
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
来
航
と
文
化
元
年
(
一
凡

O
四
)
の
レ
ザ
ノ
ッ
フ

の
来
航
と
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
外
交
問
題
に
つ
い
て
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
に
お
い
て
彼
は

『
夫
西
洋
諸
国
、
党
天
和
漢
ノ
文
盲
ト
違
ヒ
、
又
杜
撰
、
妄
説
、
詐
偽
ヲ
禁
ジ
、
実
地
ヲ
踏
ザ
レ
パ
書
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、

ユ
ヱ
ニ
此

学
ヲ
以
テ
正
ト
ス
ベ
シ
』

と
か
(
同
上
)
、
或
は

『
西
洋
欧
羅
巴
ノ
人
々
ハ
天
下
万
国
ニ
渡
リ
テ
、
天
文
ヲ
明
ラ
メ
地
理
ヲ
察
シ
、
世
界
ノ
大
キ
ナ
ル
全
体
ヲ
弁
へ
、
忠
孝
仁
義
ノ
コ

ト
ハ
本
ヨ
リ
、
致
知
格
物
ノ
コ
ト
ノ
ミ
ニ
耽
リ
テ
、
諸
芸
諸
術
ノ
無
用
ノ
コ
ト
ニ
日
ヲ
費
ス
コ
ト
ナ
ク
、
文
字
ハ
綾
ニ
二
十
六
字
ノ

真
行
草
ト
、

ヨ
セ
字
・
方
字
・
数
字
等
ニ
テ
百
字
パ
カ
リ
ナ
レ
パ
、
十
歳
マ
デ
ニ
ハ
国
字
ヲ
学
ピ
尽
シ
テ
、
知
ヲ
致
シ
物
ヲ
イ
タ
ス

一
カ
カ
ル
コ
ト
故
ニ
、

ソ
ノ
智
術
ノ
弘
キ
コ
ト
シ
ル
ベ
シ
、

ユ
ヱ
ニ
万
国
ヲ
巡
リ
テ
大
洋
万
里
ノ
間
ニ
、

イ
カ
ナ
ル
天
変
妖
怪
ア
リ

テ
モ
驚
ク
コ
ト
ナ
ク
、
始
メ
テ
到
リ
タ
ル
国
人
ニ
対
話
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
顔
色
変
ゼ
ズ
平
生
ノ
ゴ
ト
シ
』

と
言
っ
て
(
向
上
)
、
西
洋
文
化
の
優
秀
性
を
の
べ
て
い
る
。

か
く
の
ご
と
く
当
時
外
交
問
題
が
わ
が
国
の
重
大
な
懸
案
と
な
っ
て
い
て
、
彼
じ
し
ん
相
手
国
の
国
情
に
も
い
さ
さ
か
通
じ
て
い
た
に

か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
外
交
に
関
し
て
は
、

『
外
国
ヲ
ト
ル
コ
ト
ハ
、

イ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、

セ
メ
テ
外
国
ヨ
リ
我
国
ヲ
侮
ラ
ヌ
備
ヘ
コ
ソ
有
タ
ケ
レ
』

と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
(
向
上
)
、

何
等
積
極
的
な
主
張
を
せ
ず
、

ま
た
わ
が
国
の
文
化
が
西
洋
文
化
に
及
ば
な
い
こ
と
を
い
た
く
嘆
き

二
五



一一六

な
が
ら
、

そ
の
対
策
と
し
て
の
開
国
論
を
唱
え
え
な
い
で
、
依
然
と
し
て
鎖
国
策
を
礼
讃
す
る
な
ど
は
、
洋
学
を
修
め
た
も
の
と
し
て
、

ふ
し
ぎ
な
ほ
ど
の
保
守
性
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
鎖
国
策
は
、
江
戸
時
代
の
商
人
の
自
由
な
活
動
を
拘
束
し
、
彼
等
を
し
て
あ
く
ま
で
武

家
に
依
存
せ
し
め
、
封
建
制
を
動
揺
さ
せ
る
経
済
的
実
力
を
に
ぎ
り
な
が
ら
、
如
何
と
も
な
し
え
ざ
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
商
人

と
し
て
こ
の
政
策
を
礼
讃
す
る
な
ど
は
、

は
な
は
だ
見
識
が
な
い
か
に
お
も
わ
れ
る
。

な
お
ま
た
彼
は

『
外
国
ノ
書
ヲ
実
ト
シ
テ
、
我
自
国
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
:
:
:
外
国
ノ
人
ア
ニ
我
国
ノ
コ
ト
ニ
精
シ
カ
ラ
ン
ヤ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
四
、
歴
代
・
七
)
、

わ
が
国
に
関
す
る
外
国
の
書
の
記
事
を
盲
信
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
戒
め
て
い
る
ご
と
き
も
、
歴

史
研
究
の
ノ
一
般
論
と
し
て
は
正
し
い
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
こ
う
い
う
見
解
の
お
こ
る
の
も
、
自
国
尊
重
の
念
に
根
ざ
し
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
。
或
は
ま
た

『
ス
ベ
テ
学
文
ス
ル
ニ
ハ
、
忠
孝
、
仁
義
ノ
道
、
身
ヲ
修
メ
国
天
下
ヲ
治
ル
ノ
コ
ト
ニ
ハ
、
聖
人
ノ
道
ヲ
学
ピ
テ
行
フ
ベ
シ
、
漢
土

ノ
書
ナ
ラ
デ
ハ
、
聖
賢
ノ
言
行
、
嘉
言
ヲ
学
ブ
コ
ト
ナ
シ
、

ソ
ノ
余
ノ
制
度
文
物
ハ
、
漢
土
ノ
ミ
宜
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
日
本
ハ
日
本
ノ

制
度
風
俗
ア
レ
パ
、
他
国
ノ
法
ヲ
用
ヒ
テ
我
邦
ノ
法
度
ヲ
犯
ス
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
也
、

只
文
ニ
ノ
ゾ
ミ
テ
風
雅
ニ
セ
ン
が
為

又
ハ
我
国
法
風
俗
ヲ
部
ト
シ
テ
、
無
理
ニ
漢
土
へ
引
ツ
ケ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
学
者
ノ
通
病
ナ
リ
』

と
言
っ
て
い
る
の
は
(
巻
之
入
、
雑
書
・
九
)
、
単
に
当
時
の
シ
ナ
崇
拝
の
つ
よ
か
っ
た
漢
学
者
に
対
し
て
の
み
で
な
く
、
今
日
に
お
い
て

も
自
尊
の
念
の
な
い
学
者
に
対
し
て
妥
当
す
る
批
評
と
言
っ
て
よ
い
。

彼
は
一
方
で
は
聖
人
の
出
た
シ
ナ
の
文
物
と
と
も
に
、
ま
た
新
し
く
西
洋
文
化
を
称
揚
し
、

『
只
学
ブ
ベ
キ
モ
ノ
ハ
文
武
ノ
外
、
天
文
地
理
ト
医
術
ナ
リ
』



と
言
っ
て
(
巻
之
二
、
地
理
・
十
九
)
、
洋
学
の
学
修
を
す
す
め
な
が
ら
、

他
方
で
は
自
国
尊
重
を
主
張
し
た
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
て

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
外
国
と
の
接
渉
が
次
第
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
、

ま
た
彼
じ
し
ん
洋
学
を
学
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
我
の
比
較
か
ら
つ
よ
い
自
己
反
省
の
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

彼
は

『
我
大
日
本
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
皆
是
西
洋
人
ニ
名
ヅ
ケ
ラ
レ
テ
、
:
:
:
「
シ
ヤ
パ
ン
」
ト
ス
、
耽
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
』

と
言
っ
て
(
向
上
・
十
六
)
、
国
号
が
外
国
人
に
よ
っ
て
称
せ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
痛
憤
に
お
い
て
、

大
日
本
意
識
を
も
や
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
も
、

そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

九

幡
桃
は
儒
学
の
み
な
ら
ず
洋
学
を
も
修
め
、
合
理
的
精
神
に
よ
っ
て
独
特
の
歴
史
観
を
も
っ
た
点
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
特

異
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
類
似
の
傾
向
の
歴
史
家
も
な
く
は
な
い
。
彼
に
最
も
近
き
も
の
と
し
て
、
新
井
白
石
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
白
石
は
武
家
出
身
で
あ
っ
て
幕
政
に
参
与
し
た
人
で
あ
り
、
幡
桃
は
庶
民
の
出
身
で
、
終
世
町
人
と
し
て
活
動
し
た

人
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
出
身
、
地
位
に
お
い
て
、
非
常
な
ち
が
い
の
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

し
か
し
白
石
も
ま
た
儒
学
と
と
も

に
洋
学
を
修
め
、
合
理
的
精
神
を
も
っ
た
歴
史
家
で
あ
っ
た
点
に
お
い
て
、
両
者
の
類
似
が
み
と
め
ら
れ
、

お
な
じ
傾
向
の
歴
史
家
と
し

て
白
石
は
そ
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

幡
桃
は
口

U

夢
之
代
n
b

の
書
中
・
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
白
石
に
言
及
し
、
時
に
は
彼
を
ほ
め
、
時
に
は
彼
を
け
な
し
て
い
る
。

た
と
え
ば

『
白
石
先
生
ノ
読
史
余
論
ニ
、
天
下
ノ
大
勢
ヲ
論
ジ
テ
九
変
ト
ス
、
其
説
寒
ニ
精
確
也
』

二
七



二
八

と
言
っ
て
(
巻
之
問
、
歴
代
・
三
)
、

そ
の
大
要
を
の
ベ
、
或
は
ま
た

『
新
井
氏
諸
記
ハ
真
偽
相
半
パ
ス
心
得
テ
ヨ
ム
ベ
シ
、

シ
カ
レ
ド
モ
戦
国
以
来
ノ
記
事
、
諸
家
ノ
興
亡
ヲ
シ
ル
ス
ハ
、
新
井
氏
ノ
著

述
モ
ッ
ト
モ
功
ア
リ
』

と
言
っ
て
(
巻
之
八
、
雑
書
・
十
一
)
、

も
っ
ぱ
ら
読
史
余
論
や
藩
翰
譜
に
あ
ら
わ
れ
た
白
石
の
武
家
史
論
を
ほ
め
て
い
る
が
、
他
方
に
お

い
て

『
白
石
氏
古
史
通
ニ
、
神
代
ノ
地
名
ヲ
多
ク
常
陸
ノ
国
ニ
テ
証
ス
、
誤
中
ノ
誤
ナ
リ
、
』

と
言
っ
て
(
巻
之
四
、
歴
代
・
二
十
一
一
)
、
彼
を
難
じ
、

こ
と
に
鬼
神
論
に
お
い
て
は

『
朱
子
ノ
大
儒
ト
雄
、
前
ニ
云
如
ク
鬼
神
ニ
陥
溺
ノ
意
ヲ
ミ
ル
、
況
ヤ
白
石
氏
ヲ
ヤ
』

と
か
(
巻
之
十
、
無
鬼
上
・
十
五
)
、
或
は

『
白
石
氏
ノ
鬼
神
論
一
ツ
モ
取
ル
ベ
キ
処
ナ
シ
、

ナ
ン
ゾ
ソ
レ
愚
ナ
ル
n
b

と
言
っ
て
(
向
上
、
十
六
)
、
全
く
白
石
を
笑
殺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
ご
と
く
彼
は
、
白
石
の
諸
書
を
褒
皮
す
る
の
み
で
な
く
、
白
石
の
施
策
に
つ
い
て
も
批
評
し
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
彼
は
白
石

か
ら
す
く
な
か
ら
ず
刺
戟
を
う
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
彼
は
洋
学
を
修
め
た
と
は
言
い
な
が
ら
、

そ
の
学
問
の

中
心
が
儒
学
で
あ
り
、

そ
う
し
て
文
中
し
ば
し
ば
『
中
井
先
生
日
』
と
か
、
『
履
軒
先
生
日
』
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ

う
に
、
中
井
両
氏
の
感
化
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
で
す
く
な
く
と
も
史
学
に
お
い
て
は
、
白
石
か

ら
の
影
響
も
す
く
な
く
は
な
か
っ
た
と
お
も
う
。
封
建
制
と
幕
政
と
の
礼
讃
の
ご
と
き
は
、
両
者
ひ
と
し
く
唱
え
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
幡

桃
が
白
石
の
武
家
史
論
を
ほ
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
見
て
、
白
石
の
影
響
を
み
と
め
ざ
る
を
え
な
い
。

た
-x
白
石
の
場
合
は
、
彼
が



武
家
出
身
で
、

且
つ
み
ず
か
ら
幕
政
の
枢
機
に
あ
、
す
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

か
か
る
立
論
も
是
認
で
き
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
立
場
お
い
て

比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
は
ず
の
幡
桃
の
、

か
く
の
ご
と
き
立
論
に
、

わ
れ
わ
れ
が
讃
意
を
表
し
が
た
い
の
は
や
む
を
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
両
者
の
歴
史
観
を
比
較
す
る
と
、

い
さ
さ
か
相
違
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
ま
た
両
者
の
歴
史
家
と
し
て
の
評
価
に
関
聯
す

る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
白
石
は
、
神
代
の
解
釈
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
ヨ
ウ
ヘ
メ
ロ
ス
説
と
お
な
じ
よ
う
に
、
神
は
か
つ
て

実
在
し
た
す
ぐ
れ
た
人
間
で
あ
る
と
解
し
、

イ
、
ザ
ナ
ギ
、

イ
ザ
ナ
ミ
両
神
の
国
生
み
物
語
を
も
っ
て
、
国
土
の
経
営
と
み
な
し
、

ま
fこ
品

天
原
を
も
っ
て
常
陸
国
と
な
し
た
よ
う
に
、
神
話
を
現
実
の
人
間
界
の
象
徴
化
と
み
な
し
た
が
、
説
の
当
否
は
別
と
し
て
、
こ
こ
に
白
石

め
神
話
に
対
す
る
独
自
の
見
解
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

G

し
か
る
に
幡
桃
に
あ
っ
て
は
、

た
だ
神
代
の
物
語
が
信
じ
が
た
い
と
い
う
だ
け

で
あ
っ
て
、
彼
の
独
自
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
痛
烈
な
批
判
を
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
見
解
の
提
唱
が
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、

彼
の
歴
史
観
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
不
満
が
あ
る
。

そ
う
し
て
そ
れ
が
ま
た
歴
史
家
と
し
て
の
彼
の
評
価
を
、
白
石
の
よ
う
に
高
か
ら
し

め
な
い
所
以
で
も
あ
る
。

十

要
す
る
に
、

つ
よ
い
合
理
的
精
神
を
も
っ
て
、
書
紀
の
神
代
の
巻
に
対
し
、

た
と
え
今
日
の
よ
う
な
精
綴
な
文
献
的
研
究
か
ら
で
な
い

に
し
て
も
、
文
字
を
重
視
す
る
見
地
か
ら
、

ま
た
神
秘
的
、
超
越
的
な
一
切
の
宗
教
を
排
除
す
る
立
場
か
ら
、
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
痛
烈
な
批
判
を
な
し
、

そ
の
信
窓
性
を
疑
い
、

そ
の
史
的
価
値
を
否
認
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
史
学
の
道
を
ひ
ら
き
な
が
ら
、
他
方

に
お
い
て
す
で
に
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
封
建
性
に
対
し
て
何
等
の
抵
抗
も
な
し
え
な
い
の
み
か
、
却
っ
て
絶
大
の
讃
美
を
な
し
、

ま
た
旧

套
な
儒
教
の
道
徳
史
観
を
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
保
守
の
甲
羅
を
も
っ
た
幡
桃
は
、
江
戸
時
代
の
歴
史
家
と
し
て
特
異
な
存
在
で
あ
っ
て
、

そ

二
九



ニ
O

の
史
観
に
は
、
新
味
と
古
さ
の
両
面
が
あ
り
、
褒
皮
相
半
す
る
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
す
ぐ
れ
た
学
者
で
あ
っ
て
も
、
矛
盾
や
弱
点
を
有

す
る
と
こ
ろ
に
、
個
人
の
限
界
が
あ
り
、

し
か
し
ま
た
そ
こ
に
人
間
の
宿
命
の
、

か
な
し
さ
と
、

お
も
し
ろ
さ
、
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。


